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日本酒学研究会会則 

 

（名称） 

第 1条 本会の名称は日本酒学研究会（Japan Research Association for Sakeology）

とする。 

 

（目的） 

第 2 条 本会は日本酒に関する社会・文化面を含めた研究を促進するために、その

分野にたずさわる研究者、実務者等による研究成果の発表と相互交流により日本酒

学を確立し、その成果を教育、知識の普及を行うことを目的とする。 

 

（事業） 

第 3 条 本会は以下の事業を行う。  

１）研究成果を交流し、研究と教育に活かす公開の研究大会の開催。 

２）会誌および論文集の刊行。 

３）研究と教育の発展を図るための国際交流。 

４）講演会・研修会開催などの研究成果に基づく社会的貢献。 

５）そのほか本会の目的を達成するために必要な事業。 

 

（会員） 

第 4 条 本会の会員は以下の５種とする。  

１）個人会員 

日本酒学に関し学術的研究を行う者、その成果を活かし、かつ日本酒の発展

などにたずさわる研究者、行政担当者、実務者などで本会の目的に賛同して

入会した個人。 

２）一般会員 

上に定める個人会員には該当しないが、本会の目的に賛同する個人。 

３）学生会員 

日本酒学に関し学術的研究を行う大学生または大学院生で、本会の目的に

賛同して入会した個人。 
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４）団体会員 

団体または企業で本会の目的に賛同して入会したもの。 

５）賛助団体会員 

本会の目的・事業を賛助するため入会した団体または企業。 

 

（会費） 

第 5 条 本会の会員は以下の会費を納入しなければならない。  

１）個人会員 年会費５千円 

２）一般会員 年会費３千円 

３）学生会員 年会費３千円 

３）団体会員 年会費２万円 

４）賛助団体会員 団体会員年会費の任意の口数 

 

（入会） 

第 6 条 本会の会員となろうとする者は、理事会の承認を受けなければならない。

団体会員はその代表の役を果たすものを届け出なければならない。 

 

（資格の喪失） 

第 7 条 会員は以下の理由によってその資格を喪失する。  

１）継続して 3 年以上会費を滞納した会員 

２）退会届を理事会に提出した会員 

３）理事会の提案により総会が退会を決定した会員 

 

（総会） 

第 8 条 本会は毎年 1 回総会を開催する。 

２． 総会は会長が招集し、個人会員および団体会員の代表をもって構成する。 

３． 個人会員および団体会員の 3 分の 1 以上の請求があったときは、臨時総会を

開かなければならない。 

４． 事業計画および収支予算、事業報告および収支決算は総会の承認を受けなけ

ればならない。 
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５． このほかの総会の運営については理事会が別に定める。 

 

（役員） 

第 9 条 本会に次の役員をおく。 

会長   1 名 

副会長  1 名 

理事   １０名 

監事   1 名 

顧問   若干名 

２． 会長は個人会員の中から投票により選出される。 

３． 副会長は個人会員の中から会長が指名し、会長を補佐する。 

４．理事は個人会員及び団体会員の中から投票により選出され、会務を分担する。 

５．監事は個人会員及び団体会員の中から投票により選出され、会務および会計を

監査し、総会に報告する。 

６． 顧問は個人および団体会員、賛助団体会員の代表の中から会長が委嘱し、理事

会の承認を受け、会長を補佐する。 

７． 役員の任期は選任された年の総会時より 2 年後の総会時までの 2 年間とし、

再任を妨げない。 

 

（理事会） 

第 10 条 理事会は会長、副会長、理事で構成する。 

２． 理事会は構成会員現在数の２分の１以上出席しなければ議会を開き議決する

ことができない。ただし、当該議事につき書面をもってあらかじめ意思を表明し

たものは出席者とみなす。 

３． 理事会は事業計画および収支予算、事業報告および収支決算を立案し、総会の

承認を受けなければならない。 

４． 理事会は会務の執行に関する重要事項について決定し、会務を執行する。 

５． 理事会は会長が招集する。 

 

（部会） 
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第 11 条 本会に総会の決定により事業を執行するための部会および地域部会を置

くことができる。 

 

（会計年度） 

第 12 条 本会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終わる。 

 

（事務所） 

第 13 条 本会の事務所は、新潟県におく。 

 

（細則） 

第 14 条 本会の事業の執行に必要な細則は、理事会がこれを定める。 

２． 本会の事務局業務の執行に関する重要事項については理事会が別に定める。 

 

（会則の変更） 

第 15 条 会則の変更は総会の承認を得なければならない。 

 

（付則） 

１．本会は平成 31 年３月８日をもって設立する。 

２．本会の設立当初の会員および役員は第 4、6、9 条の規定にかかわらず別紙会員

名簿および役員名簿のとおりとし、役員の任期は第 9 条の規定にかかわらず平

成 31 年３月８日から平成 33 年 3 月 31 日までとする。 

３．本会の設立当初の会計年度は第 12 条の規定にかかわらず平成 31 年３月８日か

ら平成 32 年 3 月 31 日までとする。 

４．本会の事務所は、新潟大学日本酒学センター内におく。 

 

（注記） 

１．会員種別のうち一般会員と賛助団体会員については、総会における投票権と論

文集への投稿権とを有しないものとします。 

２．団体会員については、総会への参加は代表者１名のみとし、講演会・研修会等

への参加は５名まで会員料金で参加できるものとします。  
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設立当初の会員および役員 

平成 31 年３月８日 

 

会員（五十音順） 

赤田倫治（山口大学工学部） 

朝倉俊成（新潟薬科大学薬学部） 

阿部顕三（大阪大学大学院経済学研究科） 

小笠原渉（長岡技術科学大学生物機能工

学課程） 

鎌谷かおる（立命館大学食マネジメント

学部） 

岸保行（新潟大学日本酒学センター） 

小関卓也（山形大学農学部） 

後藤奈美（酒類総合研究所） 

澤村明（新潟大学日本酒学センター） 

塩澤修平（慶應義塾大学経済学部） 

末吉邦（新潟大学日本酒学センター） 

鈴木一史（新潟大学日本酒学センター） 

鈴木秀顕（東京国際ビジネスカレッジ） 

髙久洋暁（新潟薬科大学応用生命科学部） 

髙橋均（新潟大学日本酒学センター） 

都留康（一橋大学経済研究所） 

二宮麻里（福岡大学商学部） 

ニコラ・ボーメール（名古屋大学教養教

育院） 

水野雅史（神戸大学大学院農学研究科） 

宮田安彦（大妻女子大学家政学部） 

村山和恵（新潟青陵短期大学） 

 

 

役員 

会長 後藤 奈美 

 

 


